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9 28 MIFAフ ェスタで」ICA研修員と交流

2003年度 (平成15年度)9月 ～3月の主な活動

913～ 14 」CA研 修員ホームステイ

917～ 1119 第2ワ回ボランティア日本語講座

928 MFAフ ェスタ2003「 われら地球人」

10 5 第2回M FAサ ロン 「ネバール文化に触れるサ

ロンJ

1013 ドイツ語サークル開講

1016 英会話講座後期中級クラス開講

101ワ 英会話講座後期初級クラスPT3講

1018 大

'デ

さいばらき県民まつり (国際交流ひろば)

参加

1019 MFAコ ンサー ト 「音楽で世界を巡るJ

l1 6 地域別国際交流ネットワーク会議参加

11 8 土浦市国際交流協会来市

1116 第3回M FAサ ロン 「ドイツのクリスマスJ

1119 筑波大学学長主催外国人留学生懇談会参加

1122 中国語初級コース 確 期)開 講

12 5 つくば市国際課 国際交流委昌会来市

12 6 ? 筑波大留学生ホームステイ

1213 MFAイ ヤーエン ドツヽ一ティー

110 理事会

'14～
324 第28回ボランティア日本語講座

28 第4回MFAサ ロン 「日本の着物着付け体験と

投扇興」

229 ラオスを知ろう 「M FA招聘のラオス教育関係

者による講演会及び交流会J

32, 世界を知るシリーズ 大使講演会 「スーダン

の歴史 文化とアラフの詩人J



」lCA車 の根技術協力事業 ・地域提案型

力″教育関係者2人が来目
守谷市国際交流協会とうオスの交流は、5年前、「茨

城県青年海外協力隊を青てる会」が ラオスとの交流

事業を行うことを決めたときから始まつています。

この交流はMIFAの 有志が中心になつて 育てる会

の事業として推進してきました。1999年、第1回スタ

ディツアー以降 交流が続いています。

平成14年度、国際協力事業団 (」CA)「草の根技術協

力事業 地域提案型研修」が地域のノウハウを生かす

ことを目的に事業化されました。MIFAは これにエント

リーし、人材育成の支援を目的に今年度、ラオスから青

少年指導者と英語教育指導者の二人を招隅 しました。

この事業は予算が確保てきれば3年間行 う予定て、

16年度については内定されています。

茨城県青年海外協力隊を育てる会では1999年 ラオ

スに第1回の現地調査団 {スタディツアー|を 派遣し

て以来 毎年現地との交流を1市み重ねてきています.

この交流は MFAの 有志が中心とな りて交流を推進tン

できました 2000年 の第2回ツアーの時から ルアン

フラバン郡 (県|の CCCと の交流をはじめ 翌年11

月にはCCCか ら12人 (うち生ltは10人,の ミッショ

ンを1週間日本に招待しました。現ltで選抜された10

人の生徒は たまたま全員がサンティバーフ高校の生

徒でした。彼らは守谷市を訪門し 郷州小学校 守谷

中学 守谷高校 乳牛農家などで交流を行いまt た́。

今年 CCCか ら2人の高校生を 約9カ月間の予定で

招待し 現在 県立結城第一高等学校に就学 1留学,

させていますが 現地で選llされたこの2人も同じ高

l~の生徒です.

MLAは  2002年  2003年 の高校生を含むスタディ

ツアーで現地を訪問し CCCと t,サンティハーフ高等

子供文化センター

CCC(Ch‖ dren's CuLural Center)
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2月 8曰 MFAサ 0ン tlll服に■替 え投扇興 にチ ャレンジ く中

央 がプンコンさん 右が
'ア

バ ンさん)

学校とも交流を重ねてきています。

今回の研修の招聘対象者は 高校生を中心とした年

代の了どもたちを 地域で長期間経験している 「青少

年活動指導Jの 専門家および 「高等学校の経営 運営J

に当 っている人で いずれ日本の学生 生徒との交流

事業の具体化 活性化を念,口に 帰国後 実際に高校

生の交換事業を進めていける人と考えました.来 曰tン

たプンコンさんは 今年の春までCCCの 責任者であり

合てる会が2000年にIIF地を訪問した時以来 このフ0

ジェク トの現地の推進者でした この春 ルアンフラ

バン郡情報支化局の次長になり CCCを 管轄する立場

にな っています.2001年  CCCか ら日本に招聘した

12人のミッションの団長として守谷市を訪れていま

す.も う一人のフアハンさんは 英語の教師で ラオ

ス政府教育省のルアンフラバン郡致昌養成カレッシ

1高校卒業後3年間で教Bmを置成する|の 英語指導部の

責任者です.

研1,の受け入れ先は 県立守谷高等学校です 日本

の公立高校の経常 運営全般をその現場に立会いなが

ら学習し 日本の標準的な公立の高等学校の運営の実
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2月29曰  交流会てラオスの教
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2月26曰  守谷高校て生徒にラオスについて英語て説明するフ
アバンさん (もは通訳をする守谷高校生)

国際協力事業団 (」ICA)

「草の根技術協力事業・地域提案型J
この事業は 地方公共団l■及びその所管のItO域が自

ら持つノウハウ 経験を活かし 開発途上国の人々や

地域の発展に役立つようなll.力活動を実施したいとする

提案に対し 」CAが 支援するという事業です。日本の地

域社会が自ら持つノウハウ 経験を活かし 開発途上国か

らの人材の受け入れや現地における技術指導を通じ 地

0が 主体となる国際協力への取り組みを実現するととも

に 広範な市民参加を促進することを目的にしています.

対象団体は地方白治体を対象としていますが 地方自

治体が指定するス人やl160 民間企業等との連携で事業

を実施することも可能です。本事業 (地域提案型,はJCA

と地方自治体等の団体との間で業務委託契イ|を締結する

ことにより実施することになります。

実施までのフローは次のようにな っています.

事業アイデアの相談  ・案件li案表の作成 提出  ・

案件提案表の客査 (第一次客査‐Jい 国内機関 第二次

客査=」 CA本 部及 llm在 外事務所 第二次審査=外

務省及び関係各省
'  ' 

結果通知 (=採 択内定案件)

・ 相手国の了承取り付け  , 業務委託契約の締結

・ 事業の実施  ・ モニタリング 評価

`報

告会を開

催 事業実績とその評価結果を公表)
(JCAホ ームベージ  「市民参加」のベージからヽ
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9月28日 在住タト国人とJCA研 修曇を招待tッて M FAフ

ェスタ2003が行われ 秋の好日 文化交流を楽しみました。

参加者は JCA研 修昌が31カ国64人 在住タト国人は9人

日本人が?8人

`litttEll 

スタッフを除く,で  総勢では

延べ400人近くにな りたのではないかと思います`
懸案だ ,た路■31車t, 今年は問題なく li力 いただいた

方々に感謝します.

M卜 Aフ ェスタは文字で読んでも実感がわか0 それより

写真で見ていただいた方が分/1Jりやすいと思いますが な

により実際に参加tン 自分のElで見 1几で,じ ることが一

番.次 回は せ0参 加してください
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イ惨顧=ツド,t懸夢ィ
12月13日 10例となったイヤーエンドバーティー

が ログハウスで行われました。参力0者は日本人43

人 (うち子ども5人)地 域の外国人20人 」CA研

修員31人 」CA職 員3人の97人でした。

彗の演奏では日本文化に対する理解を深め 官能

的なビアンの弾き語りに酔い その後のサルサや歌

の合唱では 外国人と日本人が一緒に踊り 歌い 楽

しい一時を過ごしました。また 会員相互の親睦を

深めることもできました。

最後は全員でヘイジュードを大合唱。一年を締め

くくllました。

10月 19日 ログハウスを会場にMFAコ ンサー ト 「音楽

で世界を巡るJが 開催されました。

今回は10周年を記念し 青年交流委員会で活動している

芸大生を中心として 本格的なイタリアオベラ アリアか

らミュージカルや日本歌曲などを企画。音楽を身近なもの

にしていただきたいと 年齢制限を設けなか ったためか

受け付け開始から数日のうちに定員の100人に達してしま

い 数人 キャンセル待ちをしていただくほどでした。

当日 5人 の芸大生の素晴らしい歌唱力や演奏で皆十二

分にi甚能し 小学生の父母からは 「このような企画を ま

たぜひお願いしたぃJと 要望があ ったほどです。地域で本

格的なものに触れることの大切さは 年齢を問わず大切に

していきたいことの一つだと感じました。

地域別国際交流ネツ トワーク会議で

小川会長が事例発表

11月 6日 、平成15年度茨城県地域別国際交流ネッ

トワーク会議がつくは市て行われ、第2分科会てJЧll

会長 が 「国際交流団体組織の充実 活性化 と関係機

関との連携」と題し発表を行いましたので 概要を

報告 します。

守谷市国際交流lib会(以下MFA)(ま  平成元年に守

谷町 (当時)が ドイツ マインブルグ市と姉II都市を提

携するのに併せて発足しました.

当初は 「守谷町姉妹都市委員会Jとして参カロを呼びか

けましたが これでは姉妹(あなたとわたし)の関係にと

どまります`,そのため 諸演会 コンサート ホームス

テイ バーティーな出可でも企画できる 「守谷町国際交

流協会Jと 名つけました。

組織は 人 (人材)物 (活動拠点) 金 (運営資金)

です.,,舌動拠点としては アサヒビールがログハウスを

寄贈.運 営資金としては 進出企業や団地建設企業から

の寄付で国際交流基金を設置。人材は 組織がし,かリ

していれば自然に集まリ ポランティアで能力を発揮し

てもらえます.

協会の年間予算は450万円で 会費は個人会員が年額

1,000円 (会員数約450人 , 市からの補助金 (基金の利

息や取り崩し,各 イベントの参加費などが1又入となりま

す.,

行政 (市)は  事務局として 「くらしの支援課Jが 担

当し 対外Blな窓□ 市施設の会場予約などで M FA

の運営を支援してくヤしています。

関係機関としては 』CAと の連携があllます.7年 前

にJ CAと 協力し 「茨城県青年海タト協力隊を育てる会 」

を設立しました。この関係で ラオスとの交流を進めて

おり 車の根国際技術協力でラオスの高校教諭の招聘を

行う予定です。また J CA研 修員の守谷でのホームス

テイ J CAと の共催によるM FAフ ェスタなども行って

います。

在住タト国人との交流としては M FAフ ェスタ イヤ
ーエンドバーティーヘの招待 日本語講座など また 中

国語講座の講師をお願いしたり M FAサ ロンでは母国

の料理や風俗の紹介などをしてもらっています。

広報活動としては ホームベージの開設 M FA二

ューズレターの年2～4回の発行があります。

MFAと は別組織ですが 派生的に 「スリランカの子

供達の就学を援助する会Jが組織され M FAの 会員の
一古Bや青年交流委員会もメンバーとなり 支援活動 ス

タディツアーなども行っています。

，多



土浦市国際交流協会が来市
11月 8日、午前10時30分 から昼食をはさんで午後1時

30分 まで、守谷市国際交流研修センターを会場に、土

凋m国 際交流協会と守谷市国

―

流協会の交流会力髯子わ

れました。出席者は土瀾m19人 (うち会員外3メ0、守谷

F122人て それそれ割列発表を

`子

い、その後、40j側 か

らの質問に答える形式で熱心な討議が行われました。

土浦市の事例と質議について報告します。

最初に 土浦市国際交流協会の竹内さんから 「地球

市民ふれあいセミナーJに ついて 発表がありました。

「土浦市国際交流協会設立の平成4年 (1992年 )が

ら平成 15年 まで毎年1回 12回 のセミナーを開催して

います。4回 目まではマスコミを通じてPRを 行い 多

くの参カロ者がありました。5回 日からは 年1回 特定

の国を決めて研修することにし 専門8B会を立ち上げ

ました。また その国に研修にも行きました。第4回は

韓国を訪問し 海外でのスタツフ研修とし 公共団体

行政との交流も行いました。セミナーを10年 間行い

これからセミナーをどうするかを検討し 県 隣接の

市町村 国は何をやっているのか勉強しようというこ

とになりました。・土浦発・として 昨年は美浦村を訪

問し 今年は守谷市にしました。単発でなく 連載物

でやるところが他と違うところrJ と思いますJ

その後 事務局の本原さんから土浦市国際交流協会

について補足説明がありました。

「会員は110人  うち個人会員は70人  残りは法人

会員です。活動は 地球市民応、れあいセミナーのほか

土浦国際ら、れあいデイキャンブ 土浦市中学生海外派

遣事業 (シドニー訪問)キ ララまつリヘ参hl 多国語

講座 (12カ国語の実績があります)ユ ネスコ協会との

共催での日本語教室 土浦市に在1主する外国人のため

のガイ ドプック (英語 タイ語 ホル トガル語 スベイ

ン語 中国語)の 作成 利用など 広報誌の発行を行

っています。また 土浦市は ドイツのフリー ドリッ

ビスハーフェン市 (人□57000人 )と 友好都市関係を

結び 相互訪間を行っています。このための事業も行

っています。会員のほか ボランティアの方が必要な

時に活動を支援していますJ

質議

質 企画立案はどこが行うか。

答 年間計画は事務局が立案し 理事会 (9人で構成)

に諮る。事業担当理事会は年数回行い テーマを決め

る。専門委員会が具体的展開を行い これをもとに

毎年スタッフとしての参加希望者を募集し 実行委曇

会が実施する。行政指導型の傾向がある。

質 役員会の出席率はどうか。

答 半分に達していない。

質…専従職員はいるか,,

答 市役所職曇2人が専従で はかに臨時職員1人を雇

用している。臨職は週3回 一日7時間勤務である。

質 法人会員は。

答…法人会員は30社である。

質 ―市の補助は。

笞 市の補助が一般会計からある。

質 中学生海タト派遣はどのように募集するか.

答 学校経由で募集する。最近の例では 14人 (希望

者68人から選lP)弓 率は役員1人 市役所から1人であ

る。費用は24万円のうち 半額を補助している。

質 会費について。

答 会費は個人で年3000円 であり 振り込みとしてい

るため 確実に徴収している。

その他自由討議 意見発表

土浦市国際交流協会の活動やUNESCO協 会の活動を

通じ 市民が 国際感覚を身につけることを|・IB待する

が現実には大変である。当初 イベン トを行ったが

魅力あるイベン トがないのが悩みとなっている。その

ため 地球市民セミナーに変わった。土浦の場合 国

際交流は 8J人 がやっているという雰囲気が一般には

ある。

また 県とのかrJゎりについて 守谷の場合はどう

かという質問に対し 会長から 「県のやっていること

には振り回されないが 要請があれば応える。県の行

事について 水戸は遠いが 県と市町村の代表者会議

(各地区で開催)県 の国際交流まつりなどには参加し

ている。先日行われた県民まつりでは ラオスから来

ている高校生2人の渡航費を捻出するため ラオスの民

芸品や結城産のお米を売って30万円の売り上げがあつ

たJと の発言がありました。

これからも県南にある市同士であり 交流を続けて

いきたいと考えています。
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け入れ家庭

がなかった

ためキャン

セルになる

ということ

は残念でし

た。

JICA研修員・筑波六留学生
9月 13日から

14曰 」ICA研

修員を招待して

ホームステイが

行われました。

ます初日は

アサヒビールエ

場を見学 続い

てログハウスで 浴衣の着付け体験です。研修員は浴

衣にとでも興味を持っていたので 喜んでいただけた

と思います。浴衣に着替えてから守谷音頭を一緒に踊

りました。手の動かし方など難しくて ギクシヤクし

ながらでしたが 皆で楽しく踊ることができました。

二日日は各受け入れ家庭の方たちが 自由にもでな

しました。餃子作リ ショッビング 東京へ行かれた

方 (歌舞伎座 皇居 銀座ヘ ドライブ)、子どもの学校

案内 近くの公園でバーベキューなどです。

受け入れ家庭からは 「その国の文化や言葉 習慣

食べ物など学ぶことができたのは良い経験J「二日間

が短く感じられ 大変有意義に過ごせたJ「ゲス トが

とても勉強家で優しい人だつたので 楽しく過ごせた。

これからもメールなどで連絡を続ける予定」といった

感想が寄せられています。

12月6から7日 筑波大学留学生11人 (中国4人 韓

国3人 プラジル タイ モンゴル アメリカ各1人

ホストファミリー9家庭)を招待し ホームステイが行

われました。昼食会 その後留学生とのおしゃベリタ

イムを行いました。

留学生に 「日本に来ての印象Jを 聞いたところ

「自然に手を加えてしまっているJ「建物がされいJ

「人が親切で優しい 安全である」「なんでも本気です

る人たちJ「新幹線が便利 工業が発達J「教育を重視

している」。また 驚いたことは 「サラリーマンが急

いでいるJ「共同浴場Jな ど 活発な意見交換が行わ

れました。

今後の課題としては 筑波大学に提出する受け入れ

家庭申込書に希望欄があり 女性希望者が多か ったこ

とから 該当する方がいないケースがありました。受

雨甫"ネパロlιO六化に触れ||ドイt70ケ:|スマス
鯰 |

10月5日 本海道市在

住のネパール人 スレス

さんから 日本の麺を使

ったネパール風焼きそば

の作り方を教えていただ

き 試食しました。作り

方は野菜を刻んで バタ

ーと岩塩だけで味付けし

たシンフルなものです。ネバールにはおしょうゆなど

はないので 塩味のものが多いそうです。調理中は野

菜をtJる人 炒める人 男性も参Ilしながら 楽しい

笑いの中 焼きそばが仕上IJってきました。

その後 ネパールについて 宗教 言葉 習慣 お

よび民族衣装などについいて流暢な日本語で説明して

いただき ネパールに触れる楽しい会となりました。
一緒に何かを製作するときには 言葉の壁はなく

ともに楽しむことができると思います。食文化を通し

て 各国の文化を知るサロンが続いていますが これ

からも新しいテーマで 異文化交流を中身の濃いもの

にして行きたいと考えています。

11月 16日 郷州公民館に22人 (ドイツ2人 ネパー

ル1人 中国1人)が 参カロし 国際交流曇のサラさんを

講師に 「ドイツのクリスマスJが 行われました。

ドイツでは クリスマスは家族や友人と過ごす大切

な時間であるため 前から準備をして クリスマスを

楽しみに待っているといった話があり その後 11月

に行われる ・聖マルティン祭'の 時に作られるソヽン人

形の作り方を教えていただました。材t4にクワークと

いう特殊なチーズが入る甘いバンです。発酵がいらな

いので簡単にでき 人の形に作るので 参加したお子

さんたちIJとても喜んでいました。また この時期に

ドイツで飲まれるホッ トワインの作り方も教えていた

だきました。寒い冬にか欠かせない ドイツのワインの

飲み方です。

試食して 後片付

けまでとなるとやや

時間が不足気味の感

があり もう少し時

間がほしいと感じま

した.



な国際交流協会が 実は世の中の動きから一番取り残

されているような気がして 一。そんなわけで 実態や

よそ様の取り組みを知ってもらい これまでとは違う

視点から 今後の活動の方向を考えていただけたらと

せっせと記事を転載しているのでした。私も 守谷で

出来ること 守谷でなけれ

`ぎ

出来ないことを考えたい

と思います。皆さんも考えて下さい。紹介した遠い他

県の会合など 誰も行けるわけないですよねJ

ナンバー275「下館 下妻 石下 水海道。県内屈指

のタト国人 (移民)集 住地区。同時に 関東鉄道常総線

の沿線です。来年は 『つくばエクスフレス』が開通し

同じく外国人が大勢住んでいるつくは市と千葉県柏市

野田市が鉄道で結ばれます。なんと この外国人集住

地域を結ぶ2本の鉄道がクロスするのが守谷ではあり

ませんか 1取手市には気の毒な気もしますが 守谷市

は東京からの玄関□として発展が期待されているし

多分そうなるでしょう。さらに 国際交流的な見方を

すれば 前述したように 外国人集住地区のクロスロ
ードになるのです。守谷市自体は 集住地区とは言い

がたいかも知れませんが それでも就労目的の外国人

だけでも3桁はいます。今後は もっと増えるでしょ

う。それよりも 守谷市 (or M FA)が これら沿線

の町の国際交流団体に働きかけてネットワークを構築

し 守谷がその中心的役割を担うというのはいかがで

しょう?在 住者の絶対数以上に 交通の要として タト

lE人集住地域のボータルタウンとして 常総国際交流

ネットワークの中心にふさわしいと思うのですが。こ

れって もしかしたら 守谷だからこそ出来ることか

も?|ま だまだ抽象論ですが 広域ネットワークイロま

絶対必要だと思います。みんなで意見を出し合いませ

んか?」

これだけ読んでも少し分がりにくいかもしれません

が 大意は伝わると思います。もちろん M FA会 員と

して言いたいこともある (と期待しています)。そうな

らぜひ 掲示板に投稿してください。この人の意見を

もっと知りたい人も覗いてみてください。

そうでなくても ちょっと掲示板を可見いてみませんか。

2003年 度 M FAは 新しい一歩を踏み出しました。

JCAの 委託を受け 「草の根技術協力 地域提案型J事

業が始まったのです。これまでM FAは M FAの 予算

〔会費 事業収入のほか市からの補助金 (全額守谷市

国際交流基金からの繰り入れ)〕を使い MFAの 責任で

MFA主 催の事業を行ってきたのですが この事業は

」CAの 予算 (つまりは税金)を 使っての事業となりま

す。

たとえば 16年 度採択内定案件を見ると 実施機関

としては 北海道立工業試験場 札幌市 宮城県立が

んセンター 栃本県 埼玉県 東京都下水道局 財団

法人環日本海環境協カセンター 長野県看護大学 名

古屋市消防局 財団法人兵庫県国際交流協会 熊本県

国際協会   そうそうた0名 称が並んでいます。そ

こに守谷市国際交流協会が 「同列」に載っているわけ

ですから 「工ヘン」でしょうか?も っとも県内では14

年度から里美村が実施しています。

話は変わりますが M FAの ホームページ 掲示板

をご覧になったことはありますか?

書き込みが少なく開設者としては少しやきもきして

いるところですが 開設当初からこまめに書き込んで

くれる 「純茨城系日本人1号Jさ んという方がいます。
M FAへの提案 (意見)も 少なからずあるのですが そ

れに対する投稿はありません。開設者としては 活発

な意見交換をしてもらえればと いつも感じているの

ですが 最近面白い書き込みがあったので 紙面を惜

りて紹介します。

ナンバー274「最近の書き込み 転載ものがやけに多
いことにお気づきでしょうか?ネ タがないと言われれ

|よ それまで。でも 拾ったものを紹介する日8つのほ

かにも 意図するものがあって クドクドと説明01に

なってしまいますが そろそろ自分の意見を書くころ

がなと 一。転載しているのは 主に在住外国人の実態

と その人たちに対する行政や交流団体の取り組みに

関するものです (内容に偏りがあるのは情報源が限ら

れているからで お許しを)。日本が 労働力の確1呆と

いう 「国の浮沈に関わる問題」で 「移民を受け入れざ

るを得ないJこ とは 財界も含めたいろんな分野の人

が0昌えているのでご存知でしょうし 私もことあるご

とに 移民社会の至J来について書いています。しかし

このホームページの行事日程 過去の活動報告や会員

向け行事案内通知を見ていると 強いて言えば 『外国

人のためのボランティア日本語講座』が一応それかな?

と思えるだけて ほかはどうも前世紀の遺物Blな活動

ばかりで とても残念に思っています。それが悪いと

いうのではなく 多文化 多民族の移民社会に向けた

取り組みを真剣に考えて 0し ろそれを中心に据えた

活動をして行かないと 人と組織と (公的)資 金がも

ったいないと思うのと 一見最先端のことをしてそう

2003年 度専門委員会委員長

総務委員会     久保 昌也 ●45-4390

都市交流委員会   尾崎 不□恵 ●48-8393

語学研修委員会   竹下 明子 壺46-2150

広報委員会     小野  泉 壼48-3917

ログハウス委員会  古Ш 篤子 845-2375

青年交流委員会   鳥田 打11 製 57349

日本語講座委員会  根本ひとみ 引 5 1569


